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叶　芳和
評論家

シ
リ
ー
ズ
レ
ポ
ー
ト

農業は先進国型産業になった！

―
農業現場の変化

営
し
（
水
田
３
ha
、
畑
１
ha
）、
冬
は
出

稼
ぎ
と
い
う
典
型
的
な
兼
業
農
家
で
あ
っ

た
。
当
時
、
水
田
１
ha
、
畑
１
ha
、
山
林

（
平
地
林
）
１
ha
あ
れ
ば
、地
域
で
「
長
者
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
な
の
で
、
４
ha
規
模

は
大
き
い
農
家
で
あ
っ
た
。
染
野
氏
は
オ

ヤ
ジ
の
背
中
を
見
て
農
業
に
就
い
て
い

た
。数

年
後
、
あ
る
日
突
然
、
群
馬
県
館
林

で
、
作
業
受
託
で
き
る
の
で
は
と
思
い
つ

い
た
。
猿
島
地
区
は
９
月
で
収
穫
を
終
え

る
が
、
館
林
は
10
月
に
収
穫
作
業
が
あ
る

（
二
毛
作
）。
25
歳
の
時
（
86
年
）、
初
め

て
２
ha
の
収
穫
作
業
を
頼
ま
れ
た
。
11
月

に
入
っ
て
か
ら
５
～
６
日
か
か
っ
た
が
、

稲
刈
り
し
て
翌
々
日
に
地
主
に
米
を
届
け

た
。
顧
客
を
満
足
さ
せ
る
作
業
サ
ー
ビ
ス

が
喜
ば
れ
、
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
、
翌
年
か
ら
倍
々
ゲ
ー
ム
で
受
託
が
取

れ
た
。
１
年
目
は
２
ha
で
あ
っ
た
が
、
翌

年
は
４
ha
、
そ
の
翌
年
は
８
ha
、
最
終
的

に
は
７
～
８
年
目
35�

ha
に
拡
大
し
た
。
規

模
拡
大
は
地
元
で
は
な
く
、
群
馬
県
で
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
（
注
、
猿
島
地
区
で
は

機
械
利
用
組
合
が
幾
つ
も
あ
り
、
染
野
氏

が
参
入
す
る
隙
間
は
な
か
っ
た
）。

地
元
で
も
、
90
年
代
中
頃
か
ら
変
化
が

起
き
た
。
機
械
利
用
組
合
の
解
散
が
始
ま

り
（
93
年
頃
か
ら
）、
作
業
を
引
き
受
け

る
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
、
地
元
か
ら
声
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
間
も
な
く
、
地

元
で
も
、
35�

ha
の
作
業
受
託
に
な
っ
た
。

10
年
前
に
65�

ha
だ
っ
た
経
営
規
模
が
１

１
５
ha
に
拡
大
し
て
い
る
。
借
地
で
毎
年

５
ha
ず
つ
規
模
拡
大
し
て
き
た
。
稲
作
は

乾
田
直
播
で
生
産
性
を
高
め
て
い
る
ほ

か
、
コ
メ
も
小
麦
も
ソ
バ
も
全
て
個
人
出

荷
で
、
農
協
出
荷
よ
り
高
値
安
定
し
て
い

る
。
顧
客
志
向
、
利
潤
動
機
で
経
営
す
る

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
だ
。
米
国
向
け
コ
メ
輸
出

も
始
ま
っ
た
。

染
野
実
氏
（
56
歳
）
の
農
場
は
、
日
本

農
業
の
将
来
像
を
具
現
化
し
て
い
る
。
１

０
０
ha
を
超
え
る
規
模
、
高
い
経
営
者
能

力
、
乾
田
直
播
の
導
入
な
ど
、
筆
者
か
ら

す
る
と
夢
に
描
い
て
き
た
農
家
像
だ
。

筆
者
は
38
年
前
、
日
本
農
業
は
土
地
革

命
、
人
材
革
命
、
技
術
革
命
、
市
場
革
命

の
4
つ
の
革
命
が
進
み
、「
先
進
国
型
産

業
」
に
な
る
と
展
望
し
た
が
（
拙
著
『
農

業
＝
先
進
国
型
産
業
論
』
日
本
経
済
新
聞

社
１
９
８
２
年
参
照
）、
関
東
平
野
の
ど

真
ん
中
で
、
ま
さ
に
そ
れ
が
実
現
し
つ
つ

あ
る
。

ソ
メ
ノ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
は
茨
城
県

坂
東
市
に
あ
る
（
旧
猿
島
郡
沓
掛
村
）。

平
場
の
広
大
な
耕
地
が
遠
く
ま
で
広
が
っ

て
い
る
。
遠
く
に
筑
波
山
が
見
え
る
。
今

や
こ
こ
は
染
野
の
農
場
の
領
地
で
あ
る
。

染
野
実
氏
は
農
家
５
代
目
で
、
81
年
、
県

立
農
業
大
学
校
（
２
年
間
）
を
卒
業
し
て

就
農
し
た
。
父
は
水
田
と
葉
タ
バ
コ
を
経

① 

１
１
５
ha
の
大
規
模
経
営
農
家

第1回

今から38 年前、叶芳和氏は『農業＝先進国型産業論』（日本経済新聞社
1982 年）を発表し、当時の農業界に大きな波紋をもたらした。いわゆる
農業関係者の評判とは裏腹に前を見つめていた農業経営者たちは歓呼の声
を上げた。「農業経営者」という言葉もこの本で叶氏が最初に使ったもので
ある。本誌はそれに倣い、誌名を『農業経営者』とした。叶氏はこの著書
の中で、日本農業は土地革命、人材革命、技術革命、市場革命の 4つの革
命が進み、「先進国型産業」になると展望した。そして今それが実現している。
このシリーズでは叶氏に改めて各地の農業経営者を訪ねて先進国産業とし
て成立しつつある日本農業を再訪していただく。

㈲ソメノグリーンファーム（茨城県坂東市）

土地・人材・技術革命が
そろった大規模農家
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そ
れ
と
同
時
に
、
所
有
と
経
営
の
分
離

に
つ
い
て
の
問
題
意
識
が
欠
如
し
た
議
論

で
も
あ
っ
た
。
農
業
経
営
に
と
っ
て
は
、

農
地
の
「
利
用
」
が
問
題
で
あ
っ
て
、「
所

有
」
は
要
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。

自
立
し
た
大
規
模
農
家
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ

農
協
へ
の
依
存
は
な
い
。
コ
メ
の
出
荷
先

は
大
手
の
給
食
（
病
院
、
社
員
食
堂
、
老

人
ホ
ー
ム
等
）
産
業
で
あ
る
（
１
社
）。

小
麦
は
千
葉
製
粉
㈱
、
ソ
バ
は
地
元
の
そ

ば
屋
（
２
軒
）
と
㈲
油
屋
（
地
域
の
集
荷

業
者
）
向
け
で
あ
る
。
農
協
と
の
取
引
よ

り
高
値
で
売
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
コ
メ

は
精
米
３
０
０
円
／
㎏
（
玄
米
60
㎏
1
万

６
０
０
０
円
）
で
あ
り
、
農
協
の
1
万
２

０
０
０
円
よ
り
３
割
以
上
高
い
。
肥
料
・

農
薬
等
の
資
材
も
商
系
の
ア
イ
ア
グ
リ
㈱

と
㈲
油
屋
の
２
社
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

土
地
革
命
と
と
も
に
、「
人
材
革
命
」

が
起
き
て
い
る
（
両
者
は
コ
イ
ン
の
裏

表
）。
染
野
実
氏
は
「
単
な
る
業
主
」（
東

畑
精
一
）
で
は
な
く
、「
農
業
経
営
者
」
だ
。

オ
ヤ
ジ
の
背
中
を
見
な
が
ら
日
々
ル
ー
チ

ン
化
さ
れ
た
農
作
業
の
反
復
で
は
な
く
、

利
潤
動
機
に
も
と
づ
く
作
物
選
択
、
取
引

（
注
1
）
拙
稿
「
利
用
本
位
の
農
地
制
度
改
革
―
企
業
参

入
は
優
良
農
地
の
開
放
で
―
」『
週
刊
農
林
』
２
０
０
６

年
9
月
25
日
号
、
お
よ
び
拙
稿
「
利
用
本
位
の
農
地
制

度
改
革
―
企
業
参
入
と
農
家
囲
い
込
み
競
争
―
」『
週
刊

農
林
』
２
０
０
９
年
4
月
5
日
号
参
照
。

② 

人
材
革
命

―
利
潤
動
機
で
経
営
す
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

土地・人材・技術革命がそろった大規模農家
㈲ソメノグリーンファーム（茨城県坂東市）

第1回

高
齢
化
し
自
分
た
ち
で
は
田
植
え
や
収
穫

が
で
き
な
い
農
家
か
ら
の
作
業
受
託
で
あ

る
か
ら
、
や
が
て
借
地
に
進
化
し
て
い
っ

た（
２
０
０
３
年
頃
か
ら
）。今
の
借
地
は
、

そ
の
時
の
作
業
受
託
の
地
主
か
ら
の
も
の

で
あ
る
（
08
年
に
は
す
べ
て
借
地
に
変
わ

っ
た
）。
当
地
は
、
白
菜
が
盛
ん
だ
っ
た
。

重
量
野
菜
な
の
で
、
高
齢
化
で
止
め
る
人

が
多
く
、
畑
も
徐
々
に
借
地
が
増
え
た
。

作
業
受
託
あ
る
い
は
借
地
で
規
模
拡
大

す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
農

地
は
耕
作
放
棄
、荒
廃
地
に
な
っ
て
い
く
。

染
野
氏
の
規
模
拡
大
は
、
地
域
の
“
救
世

に
、
企
業
に
よ
る
農
地
「
取
得
」（
売
買

に
よ
る
所
有
権
移
転
）
を
認
め
よ
と
い
う

議
論
が
出
て
く
る
。
21
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
も
（
平
成
の
農
地
改
革
）
そ
の
議
論
が

続
い
た
。
返
還
請
求
リ
ス
ク
が
あ
る
と
、

土
地
改
良
投
資
が
で
き
な
い
の
で
、
借
地

に
よ
る
規
模
拡
大
の
意
欲
が
出
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
染
野
氏
の
借
地

に
よ
る
規
模
拡
大
に
見
る
よ
う
に
、
借
地

の
返
還
請
求
事
例
は
な
く
、
所
有
権
移
転

論
は
要
ら
ざ
る
議
論
で
あ
っ
た
。
社
会
へ

の
洞
察
力
、
時
代
の
展
望
を
欠
い
た
議
論

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。（
注
1
）

筑波山を遠望するソメノグリーンファームの耕作地

経営耕地 出荷先 備考

水田 55ha（自作７ha） 給食産業向け（精米300円／㎏） 乾田直播15ha

小麦 45ha（自作１ha） 千葉製粉㈱ パン用

ソバ 30ha（小麦の二毛作） 地元そば屋（2軒）、㈲油屋（集荷業者）

　（注：畑は60haあるが、小麦を作り切れない）

　計115ha（自作8ha、借地地主200人） 　　10年前 65ha

従業員 7人（雇用4人、家族3人） 　　　　　  6人

売上高 1億6,000万円 　　　　　  1億1,000万円

表1：㈲ソメノグリーンファームの経営概況� （2017年2月現在）

主
”
と
な
っ
た
。

17
年
2
月
現
在
、
経
営
耕

地
は
水
田
55�

ha
、
畑
60�

ha
、

計
１
１
５
ha
で
あ
る
（
借
地

１
０
７
ha
）。
毎
年
５
ha
増

え
、
次
第
に
“
面
”
と
し
て

の
広
が
り
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
借
地
の
３
分
の
２
は
こ

こ
坂
東
市
、
残
り
３
分
の
１

は
少
し
離
れ
た
守
谷
市
に
あ

る
。高
齢
化
と
米
価
低
迷
で
、

今
後
も
借
地
は
増
え
る
と
み

て
い
る
。
借
地
料
は
10
ａ
当

た
り
水
田
１
俵
（
２
俵
も
あ

る
）、
畑
は
無
料
で
あ
る
。

地
主
は
２
０
０
人
い
る
が
、

借
地
の
返
還
請
求
の
ケ
ー
ス

は
な
い
。

農
地
法
制
の
改
革
の
度
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乾
田
直
播
で
あ
る
。
乾
田
直
播
は
規
模
拡

大
と
省
力
化
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
効
果
が

大
き
い
。
技
術
革
新
で
生
産
性
が
向
上
、

経
営
規
模
は
10
年
前
の
65�

ha
か
ら
１
１
５

ha
に
増
え
た
が
、
従
業
員
数
は
10
年
前
６

人
、
現
在
７
人
で
あ
る
（
表
1
参
照
）。

も
と
も
と
は
家
族
経
営
で
、
苗
を
作
り

田
植
え
し
て
い
た
。
し
か
し
、
規
模
拡
大

に
伴
い
、
育
苗
ハ
ウ
ス
の
許
容
能
力
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
ま
た
田
植
え
、
水
管
理
と

い
う
管
理
も
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
直
播
は
避
け
ら
れ
な
く
な
り
、
同

時
に
若
い
人
を
雇
用
し
た
（
04
年
）。
若

い
青
年
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た

め
に
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
直
播

を
始
め
た
が
、
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
片
岡
孝
介
氏
が
、
乾
田
直
播
に

ハ
マ
っ
て
く
れ
て
、
乾
田
直
播
の
導
入
面

積
が
広
が
っ
た
。
農
村
は
人
手
不
足
で
あ

り
、
乾
田
直
播
が
な
け
れ
ば
規
模
拡
大
で

き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

乾
田
直
播
は
、省
力
化
効
果
が
大
き
い
。

代
か
き
が
不
要
、育
苗
も
不
要
だ
。
ま
た
、

従
来
の
慣
行
作
業
体
系
で
あ
る
ロ
ー
タ
リ

ー
に
よ
る
耕
耘
と
ド
ラ
イ
ブ
ハ
ロ
ー
に
よ

る
代
か
き
と
い
う
低
速
の
駆
動
型
作
業
機

で
の
作
業
（
時
速
２
・
５
㎞
程
度
）
か
ら
、

プ
ラ
ウ
や
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
な
ど
と
い
う

最
低
で
も
時
速
６
㎞
以
上
の
高
速
作
業
で

行
な
え
る
畑
作
技
術
体
系
に
よ
っ
て
い
る

こ
と
で
の
投
下
労
働
時
間
の
短
縮
の
効
果

も
大
き
い
。

先
、
規
模
拡
大
に
見
る
よ
う
に
、
創
造
的

先
駆
的
な
企
業
活
動
を
行
な
う
農
業
経
営

者
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

１
０
０
ha
以
上
規
模
の
農
業
経
営
体

は
、
も
う
珍
し
い
存
在
で
は
な
い
。
周
辺

地
域
で
8
つ
も
あ
る
。
坂
東
市
に
4
人
、

そ
れ
と
は
別
に
茨
城
県
県
西
地
区
大
規
模

農
業
研
究
会
に
4
人
い
る
（
同
研
究
会
メ

ン
バ
ー
25
人
の
経
営
耕
地
は
１
０
０
０

ha
）。
ち
な
み
に
、
全
国
（
都
府
県
）
で

は
１
０
０
ha
以
上
規
模
の
経
営
体
が
05
年

１
５
９
、
10
年
３
１
３
、
15
年
４
２
２
と

増
え
て
き
た
（
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）。
日

本
の
農
家
の
規
模
は
江
戸
時
代
以
降
、
３

０
０
年
間
に
わ
た
り
１
ha
の
小
零
細
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
横
井
時
敬
シ
ェ
ー
マ
は
崩

れ
た
の
で
あ
る
。

表
2
、
表
3
は
、
規
模
拡
大
の
推
移
を

見
た
も
の
で
あ
る
。
茨
城
県
で
も
、
小
零

細
規
模
が
減
っ
て
、
規
模
拡
大
が
進
ん
で

い
る
（
表
２
）。
表
３
に
示
す
よ
う
に
、

10�

ha
以
上
規
模
へ
の
耕
地
集
積
は
、
00
年

に
は
わ
ず
か
３
・
７
%
で
あ
っ
た
が
、
15

年
に
は
29
・
６
%
に
上
昇
し
た
。
５
年
で

10
ポ
イ
ン
ト
前
後
の
上
昇
で
あ
る
か
ら
、

20
年
に
は
水
田
の
40
％
が
10�

ha
以
上
規
模

農
家
の
手
中
に
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
茨

城
県
も
全
国
の
動
き
と
同
じ
）。

現
在
、
55�

ha
の
水
田
の
う
ち
、
15�

ha
は

③ 

技
術
革
命 

―
省
力
化
技
術
の
乾
田
直
播
の
導
入

5ha以上 10ha以上 20ha以上 30ha以上 50ha以上 100ha以上

2000 12.0 3.7 … … … …

2005 20.2 9.9 4.5 2.7 1.3 0.38

2010 33.5 21.6 13.8 9.6 5.2 1.97

2015 42.9 29.6 19.1 13.6 7.7 2.84

（出所）農林水産省「農林業センサス」。2000年は販売農家について

表3：大規模農業経営体への耕地集積状況（都府県、水田）� （単位：%）

～ 1ha 1 ～ 2 2 ～ 3 3 ～ 5 5 ～ 10 10 ～ 20 20 ～ 30 30 ～ 50 50 ～ 100 100 ～

2005 38,894 25,268 8,928 4,390 1,599 426 105 55 26 4

2010 29,678 21,048 7,946 4,383 1,964 624 133 109 54 6

2015 22,651 15,971 6,122 3,820 2,124 747 200 148 66 16

（出所）農林水産省「農林業センサス」

表2：稲作農家の規模拡大の状況（水田の経営耕地規模別農業経営体数）� （茨城県）
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水
田
15�

ha
規
模
で
、乾
田
直
播
の
場
合
、

播
種
は
夫
婦
二
人
で
済
む
。移
植
に
比
べ
、

乾
田
直
幡
の
労
力
は
４
割
程
度
で
済
む
。

畑
作
体
系
の
技
術
で
あ
る
か
ら
、
作
業
機

も
小
麦
と
同
じ
も
の
が
使
え
る
の
で
、
償

却
コ
ス
ト
が
少
な
く
て
済
む
。
除
草
剤
コ

ス
ト
は
か
さ
む
が
、
田
植
え
に
比
べ
、
乾

田
直
播
は
25
％
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
る

（
染
野
氏
の
話
）。

乾
田
直
播
へ
の
移
行
に
伴
い
、
新
し
い

技
術
が
次
々
と
導
入
さ
れ
た
。

〈
色
彩
選
別
機
〉
こ
の
乾
田
直
播
の
普
及

に
は
、
玄
米
の
色
彩
選
別
機
の
開
発
効
果

が
大
き
い
。
乾
田
直
播
の
場
合
、野
生（
の

④ 

新
技
術
の
連
鎖
的
導
入

最
高
30
本
に
な
る
（
田
植
え
の
最
高
は
40

本
）。
そ
の
結
果
、
10
ａ
当
た
り
収
量
は
、

条
播
8
俵
、
点
播
10
俵
と
向
上
し
、
し
か

も
、
種
籾
代
を
節
約
で
き
る
。

〈
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
米
導
入
〉
こ
の
条
播
か

ら
点
播
へ
の
変
化
は
、
高
収
量
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
米
の
導
入
に
道
を
開
き
、
大
き
な

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
可
能
に
し
て
い
る
。
民

間
育
種
品
種
「
し
き
ゆ
た
か
」
は
コ
シ
ヒ

カ
リ
ベ
ー
ス
の
Ｆ
1
で
あ
る
が
（
15
年
新

品
種
）、
一
般
品
種
に
比
べ
単
収
は
１
・

５
倍
、
10
ａ
当
た
り
13
～
14
俵
取
れ
る
。

本
田
技
研
と
名
古
屋
大
学
が
共
同
開
発

し
、
水
稲
技
術
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
㈱
水

稲
生
産
技
術
研
究
所（
豊
田
通
商
の
出
資
）

が
種
苗
法
上
の
権
利
を
有
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
米
の
種

籾
は
1
㎏
４
２
０
０
円
と
高
い
。
乾
田
直

播
の
条
播
の
場
合
、
10
ａ
当
た
り
8
㎏
必

要
な
ら
、
種
籾
代
は
３
万
３
６
０
０
円
に

な
る
。
種
代
が
高
す
ぎ
て
使
い
に
く
い
。

一
方
、
点
播
な
ら
２
・
５
㎏
で
済
み
、
種

籾
代
は
1
万
５
０
０
円
で
あ
る
。
種
籾
代

は
２
万
３
１
０
０
円
の
差
が
あ
る
。
10�

ha

で
は
２
３
１
万
円
差
と
大
き
い
。

点
播
の
技
術
に
変
え
る
こ
と
で
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
米
の
種
籾
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
単
収
は
１
・
５
倍
、
14
俵
（
玄

米
８
４
０
㎏
）
も
可
能
と
な
る
。
水
稲
生

産
技
研
の
試
算
で
は
、
4
割
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
可
能
と
み
ら
れ
て
い
る
。

〈
用
水
技
術
の
変
化
〉
用
水
技
術
も
変
わ

っ
て
き
た
。
暗
渠
に
用
水
バ
ル
ブ
を
付
け

て
、
地
中
か
ら
水
を
圃
場
に
浸
透
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
。
こ
れ
で
圃
場
全
域
に
水
が

行
き
渡
り
、
水
持
ち
が
よ
く
な
り
、
生
育

も
よ
く
な
っ
た
。（
注
、
田
植
え
方
式
の

場
合
、
水
持
ち
が
よ
い
か
ら
、
従
来
の
バ

ル
ブ
で
も
よ
か
っ
た
）。

以
上
の
よ
う
に
、
乾
田
直
播
の
導
入
に

伴
い
、
省
力
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
機
械
投

資
が
不
要
に
な
り
、
ま
た
色
彩
選
別
機
、

播
種
方
法
の
条
播
か
ら
点
播
へ
、
種
籾
が

高
単
収
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
米
へ
、
さ
ら
に

用
水
技
術
も
変
わ
っ
た
。
最
近
、
数
年
の

間
だ
け
で
も
、
大
変
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
進
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
乾
田
直
播
に

よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
効
果
に
加
え
て
、
規

模
拡
大
に
よ
る
規
模
の
利
益
（
し
か
も
圃

場
が
面
に
な
っ
て
き
た
）
が
重
な
り
、
ソ

メ
ノ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
は
大
き
い
。

染
野
氏
が
導
入
し
た
新
技
術
は
、
県
西

地
区
の
仲
間
た
ち
に
は
普
及
し
て
い
る

が
、“
点
”
と
し
て
の
普
及
で
あ
り
、
ま

だ
周
辺
農
家
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

革
新
的
な
こ
と
は
考
え
な
い
よ
う
で
あ

る
。現

状
、
稲
の
直
播
栽
培
の
普
及
は
、
全

国
で
２
万
７
０
０
０
ha
で
あ
る
（
14
年
）。

10
年
前
の
1
万
５
０
０
０
ha
（
04
年
）
に

比
べ
8
割
増
え
た
。
湛
水
直
播
1
万
７
８

⑤ 

時
代
の
変
化

ら
）
イ
ネ
（
赤
い
米
）
が
混
じ
っ
て
く
る

の
が
阻
害
要
因
だ
っ
た
。
除
草
剤
は
使
え

な
い
。
色
彩
選
別
機
が
あ
れ
ば
、
玄
米
の

と
き
選
別
で
き
る
。
も
と
も
と
は
㈱
安
西

製
作
所
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
4

～
5
年
前
、
㈱
サ
タ
ケ
が
安
価
な
普
及
機

（
３
０
０
万
円
弱
）
を
開
発
し
、
一
気
に

普
及
し
た
。

〈
条
播
か
ら
点
播
へ
〉
播
種
方
法
の
転
換

の
効
果
も
大
き
い
。
従
来
は
、
条
播
（
麦

と
同
じ
）
で
あ
り
、
種
籾
が
10
ａ
当
た
り

7
～
8
㎏
必
要
だ
っ
た
。
し
か
も
、
分
げ

つ
は
2
本
位
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
田

植
え
と
同
じ
よ
う
に
、
５
粒
ず
つ
20

㎝
ピ
ッ
チ
で
播
い
て
い
く
と
、種
籾
は
２
・

５
㎏
で
済
み
、
分
げ
つ
も
田
植
え
に
近
い

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

土地・人材・技術革命がそろった大規模農家
㈲ソメノグリーンファーム（茨城県坂東市）

第1回

借地でも自ら暗渠を作る。かつては圃場を改良すると地主に戻せと要求
されると言われたが、今ではそんなこともない
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０
０
ha
、乾
田
直
播
８
８
０
０
ha
で
あ
る
。

し
か
し
、
直
播
の
普
及
率
は
ま
だ
２
%
程

度
だ
。
筆
者
は
36
年
前
、
当
時
す
で
に

23�
ha
規
模
の
水
田
農
家
で
、
乾
田
直
播
を

導
入
し
て
い
た
岡
山
県
の
国
定
正
俊
氏
の

農
場
を
調
査
し
、
省
力
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
効
果
に
注
目
し
た
。
日
本
一
低
コ
ス
ト

の
先
駆
的
農
家
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
農
業

＝
先
進
国
型
産
業
論
』
１
９
８
２
年
、
第

5
章
参
照
）。
そ
の
と
き
の
予
想
で
は
、

直
播
の
普
及
は
も
っ
と
早
い
と
思
っ
た

が
、
現
実
の
普
及
ス
ピ
ー
ド
は
そ
れ
ほ
ど

で
は
な
い
。
米
価
が
高
止
ま
り
し
、
規
模

拡
大
が
遅
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
、
技
術
的
に
難
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う

か
。昔

、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
頃
（
90

年
代
初
め
）、
鳥
取
県
農
協
中
央
会
主
催
の

講
演
会
の
講
師
に
招
か
れ
（
２
０
０
０
人

規
模
の
大
集
会
）、「
将
来
市
場
開
放
し
て

も
や
っ
て
い
け
る
強
い
農
業
に
な
る
必
要

が
あ
る
」「
田
植
え
を
や
め
省
力
的
な
乾
田

直
播
に
切
り
替
え
た
ほ
う
が
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
で
き
る
」
と
話
し
た
ら
、
大
変
な
ブ
ー

イ
ン
グ
が
起
き
、
講
演
を
数
分
間
中
断
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
同
席
し
て
い
た
農

水
省
高
官
（
審
議
官
）
が
「
直
播
栽
培
の

導
入
は
農
水
省
も
研
究
し
て
お
り
、
同
じ

考
え
で
す
」
と
発
言
し
て
く
れ
た
が
、
効

果
は
な
か
っ
た
。「
田
植
え
信
仰
」
は
強
か

っ
た
。
翌
日
、
東
伯
町
農
協
で
講
演
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
日
の
朝
、
担

当
者
が
宿
泊
先
に
慌
て
て
飛
ん
で
き
た
。

「
田
植
え
を
し
な
く
て
よ
い
な
ど
と
話
す

先
生
の
話
は
聞
き
た
く
な
い
」
と
欠
席
続

出
、
講
演
会
が
開
け
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
（
実
際
に
は
40
人
位
集
ま
っ
た
）。
そ
の

く
ら
い
、
農
村
で
は
田
植
え
へ
の
郷
愁
が

強
く
、
直
播
に
は
拒
絶
反
応
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
今
、
曲
が
り
な
り
に
も
、
全
国

で
直
播
栽
培
が
普
及
し
始
め
て
い
る
。
規

模
拡
大
先
進
農
家
に
と
っ
て
不
可
欠
の
技

術
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
時
代
の
変
化
は

隔
世
の
感
が
あ
る
。
感
無
量
で
あ
る
。
農

村
は
人
手
不
足
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
競

争
力
強
化
の
た
め
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
不

可
避
で
あ
る
。
乾
田
直
播
は
、
日
本
農
業

の
“
救
世
主
”
に
な
ろ
う
。

染
野
実
氏
は
、
県
内
8
戸
の
農
家
と
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
コ
メ
市
場
を
視
察

し
て
き
た
（
今
年
１
月
末
）。
16
年
産
の

コ
メ
60
ｔ
を
、
農
家
か
ら
コ
メ
を
買
い
取

る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
輸
入
販
売
会
社
田
牧

フ
ァ
ー
ム
ズ
に
輸
出
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
に
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
２
万
店

あ
り
、
日
本
米
へ
の
需
要
が
あ
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
短
粒
種
は
水
不
足
で
供

給
が
制
限
さ
れ
、
一
方
、
日
本
食
ブ
ー
ム

で
需
要
が
伸
び
て
お
り
、
近
年
、
現
地
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
格
は
上
昇
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
等
の
店
頭
小
売
価
格
は
㎏
４
０

０
～
５
０
０
円
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
か

⑥ 

米
国
へ
の
コ
メ
輸
出

ら
の
輸
出
米
は
４
５
０
～
５
０
０
円
で
あ

る
か
ら
、
日
本
産
米
も
価
格
競
争
力
が
出

て
き
た
。

し
か
し
、
現
地
店
頭
価
格
が
４
５
０
円

の
場
合
、
日
本
の
農
家
手
取
り
は
1
俵
７

０
０
０
円
で
あ
り
、「
あ
ま
り
儲
か
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
い
う
。
国
内
で
は
1
万

２
０
０
０
円
で
売
れ
る
か
ら
そ
れ
に
比
べ

れ
ば
損
と
い
う
意
味
。（
注
、
ソ
メ
ノ
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
は
規
模
拡
大
と
技
術
革

新
で
大
幅
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
て
い
る

は
ず
な
の
で
、
1
俵
７
０
０
０
円
で
も
利

益
が
出
て
い
る
は
ず
。
筆
者
推
定
）。

日
本
の
米
国
向
け
コ
メ
輸
出
は
、
15
年

３
２
３
ｔ
、
16
年
５
８
２
ｔ
で
あ
る
。
仮

に
10
倍
に
増
え
て
も
５
０
０
０
ｔ
に
過
ぎ

ず
、
毎
年
８
万
ｔ
ず
つ
国
内
消
費
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
米
国
向
け

輸
出
が
伸
び
て
も
、
国
内
の
需
給
に
は
影

響
を
与
え
ず
（
米
価
下
支
え
効
果
な
し
）、

日
本
の
コ
メ
産
業
に
と
っ
て
は
意
味
が
な

い
。し

か
し
、個
別
の
経
営
体
に
と
っ
て
は
、

利
益
が
出
る
な
ら
意
味
が
あ
る
。
７
０
０

０
円
で
も
利
益
が
出
る
く
ら
い
に
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
す
る
か
、
製
品
差
別
で
高
価
格
を

設
定
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
。
二
つ

の
方
法
と
も
、
可
能
な
よ
う
に
思
え
る
。

現
在
、
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
コ

メ
は
２
年
前
の
古
米
な
ど
、
粗
悪
品
が
多

い
よ
う
だ
。
日
本
の
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に

並
べ
た
売
れ
残
り
の
リ
パ
ッ
ク
品
が
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
。ま
た
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
短
粒
種
は
日
本
に
比

べ
粒
が
小
さ
く
、
香
り
も
薄
い
の
で
、
農

家
が
直
接
、
茨
城
産
米
を
輸
出
す
れ
ば
、

製
品
差
別
化
は
十
分
可
能
と
思
わ
れ
る
。

仮
に
製
品
差
別
化
で
小
売
価
格
が
３
割
上

昇
、
６
０
０
円
に
な
れ
ば
、
農
家
手
取
り

は
１
万
円
も
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
乾
田
直
播
で
規
模
拡
大
し
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
米
で
14
俵
と
れ
ば
、
７
０
０

０
円
で
も
十
分
利
益
が
出
る
は
ず
だ
。
今

は
国
内
市
場
で
、
主
食
用
米
が
不
足
し
価

格
高
騰
気
味
で
あ
る
が
、
18
年
か
ら
強
制

減
反
が
撤
廃
さ
れ
、
飼
料
用
米
補
助
金
も

削
減
さ
れ
た
場
合
、
再
び
コ
メ
は
過
剰
に

な
り
、
価
格
は
低
迷
す
る
。
輸
出
向
け
の

損
失
感
（
低
価
格
感
）
は
後
退
し
よ
う
。

米
国
向
け
輸
出
は
、
国
内
の
コ
メ
市
場

の
価
格
形
成
に
影
響
す
る
ほ
ど
の
輸
出
量

に
は
な
ら
な
い
が
、
個
別
の
経
営
体
に
と

っ
て
は
意
味
の
あ
る
市
場
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
茨
城
は
太
平
洋
に
開
け
た
良
港

が
あ
り
（
常
陸
那
珂
港
）、
米
国
向
け
輸

出
は
地
の
利
が
あ
る
。
製
品
差
別
化
し
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
工
夫
が
望
ま
し
い
。
ロ

ー
ズ
ポ
ー
ク
（
茨
城
県
の
銘
柄
豚
肉
）
な

ら
ぬ
「
ロ
ー
ズ
ラ
イ
ス
」
の
統
一
ブ
ラ
ン

ド
で
売
り
込
め
ば
よ
い
。
米
国
市
場
の
開

発
は
期
待
で
き
る
。

（
参
考
）
10
年
前
の
㈲
ソ
メ
ノ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
に
つ

い
て
は
拙
著
『
新
世
代
の
農
業
挑
戦
―
優
良
経
営
事
例

に
学
ぶ
―
』
全
国
農
業
会
議
所
２
０
１
４
年
、
第
Ⅱ
部

第
7
章
参
照
。
な
お
、『
農
業
経
営
者
』
２
０
０
６
年
11

月
号
拙
稿
。


